
高
野
辰
之
と
邦
楽
教
育 

大
月 

和
彦 

 

あ
る
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
「
な
ん
で
も
書
こ
う
会
」
に
、
長
い
間
続
け
た
長
唄
の
稽
古
を
止
め
た
経
緯
が
紹
介

さ
れ
、
生
活
様
式
の
洋
風
化
に
伴
っ
て
長
唄
な
ど
は
マ
イ
ナ
ー
な
音
楽
に
な
り
、
「
邦
楽
の
衰
退
」
が
始
ま

っ
た
と
い
う
趣
旨
の
文
章
が
あ
っ
た
。 

 

小
学
唱
歌
「
故
郷
」
や
「
朧
月
夜
」
な
ど
の
作
詞
者
高
野
辰
之
の
事
績
を
調
べ
て
い
た
ら
、
高
野
が
わ
が
国

の
邦
楽
教
育
に
大
き
な
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。 

北
信
州
の
農
家
に
生
ま
れ
、
師
範
学
校
卒
業
後
小
学
校
で
教
師
を
し
て
い
た
高
野
は
、
明
治
３
５
年
に
上

京
し
、
国
文
・
国
語
学
者
上
田
万
年
博
士
の
も
と
で
、
浄
瑠
璃
丸
本
や
芝
居
台
帳
の
目
録
を
作
成
し
て
い
る

う
ち
に
浄
瑠
璃
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
歌
謡
史
や
邦
楽
研
究
に
発
展
し
た
と
い
う
。 

上
田
博
士
の
紹
介
で
文
部
省
属
の
職
を
得
て
、
国
語
教
科
書
の
編
纂
に
従
事
、
や
が
て
東
京
音
楽
学
校
の

邦
楽
調
査
掛
に
嘱
託
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。 

明
治
２
０
年
に
設
立
さ
れ
た
東
京
音
楽
学
校
で
は
、
前
身
の
音
楽
取
調
掛
時
代
か
ら
洋
楽
と
邦
楽
（
能
楽
、

箏
曲
、
長
唄
）
の
教
育
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
森
有
礼
文
相
の
欧
化
政
策
に
よ
り
邦
楽
部
門
が
廃
止
さ
れ
た
。 

同
じ
こ
ろ
設
立
さ
れ
た
東
京
美
術
学
校
の
教
育
は
日
本
画
が
中
心
だ
っ
た
の
に
対
し
、
東
京
音
楽
学
校
は

西
洋
音
楽
一
辺
倒
で
、
邦
楽
部
門
の
復
活
が
要
望
さ
れ
て
い
た
。
明
治
４
０
年
、
同
校
に
邦
楽
調
査
掛
が
新

設
さ
れ
る
。
嘱
託
職
員
に
採
用
さ
れ
た
高
野
は
こ
こ
で
史
料
の
採
訪
、
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
の
研
究
に
打
ち
こ

ん
だ
。 

当
時
の
状
況
に
つ
い
て
高
野
は
自
著
『
日
本
歌
謡
史
』
の
中
で
「
政
府
は
洋
楽
に
は
熱
心
だ
が
邦
楽
に
は

熱
意
が
な
い
。
調
査
し
て
い
る
だ
け
で
何
も
し
て
い
な
い
。
国
立
の
音
楽
学
校
で
洋
楽
教
育
だ
け
行
わ
れ
て

い
る
。
同
校
勤
務
の
外
国
人
教
師
に
な
ぜ
自
国
の
音
楽
を
教
え
な
い
の
か
と
不
思
議
が
ら
れ
る
。
邦
楽
は
成

り
行
き
任
せ
と
い
う
考
え
は
残
念
」
と
ふ
り
か
え
っ
て
い
る
。 

大
正
９
年
に
東
京
音
楽
学
校
教
授
専
任
と
な
り
、
教
科
書
編
纂
の
仕
事
か
ら
「
解
放
」
さ
れ
、
講
義
や
研

究
に
専
念
す
る
。
昭
和
１
１
年
６
０
歳
で
退
職
す
る
。
こ
の
間
邦
楽
科
の
設
置
に
奔
走
、
退
職
直
後
の
同
１

１
年
６
月
に
懸
案
だ
っ
た
邦
楽
科
が
設
置
さ
れ
た
。 

 

小
学
唱
歌
の
作
詞
者
と
し
て
知
ら
れ
る
高
野
辰
之
の
も
う
一
つ
の
面
が
あ
っ
た
。 


